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深部低周波微動は高感度地震観測網（Hi-net）の整備をきっかけに初めて観測的に見出された現象[1]であ

り，発見以降多くの研究によって通常の地震との関係性が示唆されている．一方で，微動に関するデータは直

近の約20年分しか存在せず，その特性をより深く理解し数十年〜数百年周期で発生する巨大地震の予測などへ

活用するためには，さらに過去まで遡ってデータを収集することが重要である． 

　現在は地震計で観測された振動を高精度なデジタルデータとして記録するシステムが用いられているが，約

50年前は振動に応じて動くペンによって波形を記録紙に連続的に書き記していた．このような古記録は，過去

に発生した地球内部起源の振動現象を研究する上での貴重な情報源であり，東京大学地震研究所では和歌山地

域に展開されている観測点の古記録をスキャンし画像データとして保存する研究が行われている[2]．古記録画

像から微動検出を行う場合，微小な微動波形をデジタイズすることは非常に困難であるため，現在のデジタル

データに対して用いられている検出手法を直接適用することはできない．また，古記録の数は膨大であるた

め，専門家の目視によって個々に検出することは非現実的である．そのため，古記録画像から効率的に微動検

出を行う画像処理手法が必要である． 

　本研究では，画像認識に特化した深層学習手法の一つである畳み込みニューラルネットワーク（CNN）を用

いた手法開発に取り組む．CNNモデルは，予め正解が分かっている教師データを学習することによって，モデ

ル内部のパラメータを自動で調整し対象の識別が可能になる．今回の場合，微動カタログ[3–5]をもとに

Hi-netの記録を教師データとして用いることができるが，実データに含まれる多くのノイズが妨げとなって学

習が上手く進行しない可能性がある．そこで，これまでの研究[6]では，古記録画像をもとにした波形画像を人

工的に作成しモデルを学習させる数値実験を行ってきた（画像参照）．その結果，学習済みモデルは地震や脈

動とは区別して微動を認識できることが可能になった．また，教師データには各画像に微動が含まれるか否か

のみを正解として与えたのにもかかわらず，モデルは画像内のどの領域に微動が含まれるかも正しく検出する

ことができた． 

　本講演では，この数値実験の結果をもとにHi-netの実データを用いてモデルの学習を行った結果を紹介す

る．人工波形画像による学習済みモデルをファインチューニングに活用しモデルの構造にも改良を加えること

で，ノイズを多く含む実データに対しても人工波形画像に対する結果と遜色ない性能を示した．  
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